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京京京都都都府府府緊緊緊急急急事事事態態態措措措置置置協協協力力力金金金ののの   

支支支給給給申申申請請請ががが始始始まままりりりままますすす   
受付期間  

令和 3 年２月８日（月）から令和 3 年３月 1 日（月）まで（消印有効）  

申請方法  

① WEB 申請  

② 郵送による申請  

郵便物の追跡が可能な「レターパックライト」又は「レターパックプラス」を用いて、下

記宛て郵送してください。（第 1 期協力金とはちがっています） 

（宛先）  

〒603-8799 京都北郵便局留  

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金事務局  

※持参による受付、対面での説明は行いません。  

※複数の施設（店舗）を運営している申請者は、取組を行った施設（店舗）分を一括し

て申請してください。  

※必ず「レターパックライト」又は「レターパックプラス」で郵送してください。なお、

郵送前には「ご依頼主様保管用シール」を剥がして保管してください。  

協力金の支給対象  

次の全ての要件を満たすこと  

1. 京都府内で1月13日以前に、午後8時～午前5時に営業を行っている施設を運営している事業者 

2. 必要な許可等を得ていること 

3. 時短営業の協力開始日から、令和3年2月7日まで連続して時短要請に応じていること 

4. ガイドライン推進宣言事業所ステッカーを掲示又は業種別ガイドライン等に基づき感染防止の取組を
していること 

5. 代表者、役員、従業員、構成員が暴力団員でなく、暴力団員と関係がないこと。 
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支給額 

1施設（店舗）につき、時短要請に応じた日数×6万円 

     （店休日を除く） 

 

 

※第２期京都府新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金と同時に申請することができます。 

  （１月１２～１３日 京都市内で営業する「酒類を提供する飲食店」・「接待を伴う飲食店」にたいし、

午前５時～午後９までの営業を要請   協力金 １日４万円） 
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申請に必要な書類  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左：緊急事態措置協力金（１月１４日～２月７日）  

 右：第２期  感染拡大防止協力金（１月１２，１３日）  

ＷＥＢ申請の場合、添付資料はスマートフォン等で撮影した写真も可。複数施設を

申請する場合は店舗ごとに７～１３の書類をまとめて出してください。 

 京都市内で酒類の提供を行う飲食店等を運営している中小企業・団体、個人事業主で

「第２期新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金（１月１２，１３日）と同時に申請する場

合、３～６、８～１０の書類は重複するため、省略できます。 


